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「
と
も
に
学
び
、
と
も
に
育
つ
」
教
育
の
推
進

　さくらこども園では0～5歳児がそれぞれの年齢で
様々な経験や遊びを友だちと一緒に楽しむ中で、一人
ひとりの感性を豊かに育て、自分らしさを発揮しなが
らお互いに認め合える関係づくりを大切に日々の保育
をおこなっています。
【めざす子ども像】
●明るく元気な子ども
●感性豊かに、伸び伸びと表現できる子ども
●自分で考え意欲的に行動できる子ども
●子どもたちを大切にし、仲間とともに育ち合う子ども
　今年度はコロナ禍での保育で、様々
な活動が縮小されていますが、そんな
中でも子どもたちは園庭で季節を感
じながら楽しく遊んでいます。園庭に
はたくさんの草花や虫など、子どもた
ちの興味をくすぐるものがたくさんあり、それぞれ好
きなものを見つけたり、つかまえたりして遊んでいま
す。その中で発見した喜びを言葉で伝えたり、共感し
たりすることで、人との関わりも育ってきています。

　また4、5歳児の運動会の取組で
は、クラスの友だちとお互い出来
るように教え合い、励まし合う姿
が見られていました。感染対策を
行いながらの日々ですが、楽しい

遊びや取組を通し、自分の思いを
伝えながら、友だちの気持ちにも
気づき、育ち合える子どもたちに
なってほしいと願っています。

　今年度、日根野小学校は大阪府教育委員会から府内
で10校の「国語授業づくりモデル小学校」としての
指定を受け、学校全体で取り組んでいます。
　9月に実施した研究授業後の
校内研修では、「子どもの学び
を深める国語授業づくり」を
テーマに全職員で話し合うこと
ができました。授業の改善策に
ついて意見を出し合った後、講
師として来ていただいている学力向上アドバイザーの

谷口惠司郎先生に「子どもの思
考と書く表現をつなげる工夫」
について多くの助言をいただき
ました。
　また、今年度、これまで取り
組んできためあてに加え、授業
の終わりの「ふり返り」の時間

を充実させ、「わかったこと」「くふうしたこと」など
を文章で書いています。自分の出来たことなど、学習
をしっかりふり返ることで、授業の中にある「学びの
達成感」を少しでも味わえるような活動にしていきた
いと考えています。「やってみたい！」から「できた！」
「わかった！」と学習に向かう
気持ちを高められるよう、今
後も国語の授業を中心に、学
校全体で授業づくりの向上を
めざし取り組みます。
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図
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イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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